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持株会社体制へ移行し、
「人でしかできない」サービスの
独自性を高めていく
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CEO Message
代表取締役 玉上　進一

ご挨拶
　株主の皆様には平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼

申し上げます。ここに当社グループの第33期（2018年4月1日

から2019年3月31日まで）の報告書をお届けするにあたり、

ご挨拶申し上げます。

　第33期は、2019年3月期から2021年3月期の中期経営

計画の目標達成に向けて基盤づくりに注力した年になりました。

　当社グループの2019年3月期の業績については、連結

売上高に関しては、37,196百万円（前期比12.3%増）となり

ました。営業利益につきましては、課題の生じたプログラムは

発生したものの、主要プログラムと現場対応の安定稼動に

よりカバーし、4,687百万円（前期比10.8%増）となりました。

経常利益につきましては、持分法による投資利益138百万円

の計上等により4,928百万円（前期比6.2%増）となりました。

結果、親会社株主に帰属する当期純利益は、3,185百万円

（前期比8.5%増）となっております。

中期事業計画（2018年4月-2021年3月）
の進捗状況と今後の戦略について
　当社グループは2018年6月に、2021年3月までの3年

間の指針となる中期事業計画に基づき、「継続的・安定的

な成長」、「プレステージ・インターナショナルでしか実現でき

ないサービスの創造」、「地方都市での雇用の創造・継続」、

「女性の雇用機会の創出」を骨子とした取り組みをグループ

全体として実行いたしました。ここでは、2019年3月期の進捗

状況を振り返ってまいります。

　ロードアシストとプロパティアシストの主事業が、既存事業の

拡充と現場対応グループ会社の安定稼動により、成長を維持

しております。「PIでしか実現できないサービスの創造」として、

現場対応グループがあります。現在、FC化を着 と々進めてお

り、2018年度はPA直営が25拠点でしたが、2019年度はプラ

ス29社がFC化し、合計で54拠点となりました。今後もFC化を

進め、100社を目指す方針です。また、2019年4月より、現場対

応グループの統合をいたしました。2020年3月には富山に研修

センターを設立する予定でおります。ロードアシスト、ホームアシ

スト、パークアシストをトータルで運営する体制を整え、品質向

上に向けて、より一層対応機能を強化してまいります。

　「地方都市での雇用の創造・継続」については、秋田県横手

市において秋田BPO横手キャンパスの仮センターが2017年

4月より稼動しており、2019年4月の本センター竣工に向けて

拡充を実施いたしました。2018年10月には山形BPOガー

デン鶴岡ブランチの稼動も開始しており、秋田県、山形県それ

ぞれ全体を面として捉えた雇用創造の基盤ができたことは

更なる前進であり、堅調な需要に対して安定したサービスを

提供できる体制の構築に努めてまいります。

　「女性の雇用機会の創出」については、女性活躍推進

活動の取り組みをPRする一環として、女性が活躍するとは

どういうことか、ライフステージに関わらず、誰もが活躍できる

職場環境とするため、さまざまな体験イベントや専門の講師

の方を招いてのキャリアアップセミナー、会社説明会などを

実施し、女性をターゲットとしたPIの認知度向上に取り組んで

まいりました。今後も女性管理職比率の増加を実現するべく、

継続的に活動を行ってまいります。その他、秋田第2オランジ

ェリーを2018年8月に、富山第2オランジェリーを同年10月に

開設いたしました。秋田BPO横手キャンパスが4月に開設いた

しましたが、横手キャンパスの託児所、山形BPOガーデン第

2BPOセンター（仮）の第2託児所を10月に開設を予定して

おります。企業内託児所を一層充実させ、今後も働き易い職

場環境を整え、女性の活躍を後押ししてまいります。

　2019年4月より持株会社体制へ移行いたしました。責任と

権限を明確にし、より果敢な、迅速な意思決定と実行が重要

な要素と認識しております。この要素を効果的に実行するため

の組織体制につきまして議論を重ねてまいりましたが、より細か

い事業メッシュにて責任感のある事業推進を行うことが最適で

あると判断いたしました。当社の経営の根幹は「人」によるサー

ビスであると認識しております。「人でしかできない」サービスとし

ての独自性を高め、従業員一人一人が自ら体幹を鍛え、組織と

してもそれを評価することで強いチームとして成長を続けること

を目指してまいります。

　今後も株主の皆様の期待にお応えできるよう、当社グループ

の役員・従業員一丸となって邁進してまいります。今後も変

わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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For The Future

Purpose 移行への経緯

　当社は「継続的・安定的な成長」を骨子とする中期事業計画の

もと、2016年3月期から2018年3月期までの連結実績として売上

高21.1%、営業利益26.4%と着実な成長を実現してまいりました。

この過程において事業領域の拡大とBPO拠点の拡充を行って

おります。新たな中期事業計画においても「継続的・安定的な成

長」を骨子とし、成長トレンドを継続することに取り組んでおります。

　このような環境の中、責任と権限を明確にし、より果敢な、迅

速な意思決定と実行が重要な要素と認識しております。

　この要素を効果的に実行するための組織体制につきまして

議論を重ねてまいりましたが、より細かい事業メッシュにて責任

感のある事業推進を行うことが最適と判断し、持株会社体制

へ移行することとなりました。

PIの成長の源泉は「人」であります。

多くの「人財」は地方都市のBPO拠点で、地域の皆様の応援に支えられ、更なるオペレーション向上に努めております。

真の地域貢献を目指すPIは名実ともに「地元企業」となるためにBPO拠点の分社化を視野に入れた取り組みを開始しております。

“ホールディング体制へ移行”

事業会社持株会社

（株）プレステージ・コアソリューション（国内事業）、
（株）プレステージ・グローバルソリューション（海外
事業）のBPO事業会社を中心に、戦略的事業
会社である（株）プレミアアシスト（現場対応会社）
（株）プレミアアシスト・ネットワーク（現場対応FC
展開、ネットワーク管理）、専門性の高い（株）イン
トラスト（総合保証業務；東証1部上場企業

【7191】）（株）プレミアビジネステクノロジー（IT
事業）、海外現地法人（アメリカ、シンガポール等
14社）の31社※にて構成をしております。
各社において独自性ある高い経営意識を求め、
事業の適切な運用、執行責任を最大ミッションと
し、パフォーマンスの最大化を目指し、グループ価
値の向上に寄与することを期待します。

※2019年5月末現在

持株会社としてグループ全体の意思決定、情報を統括し、
成長投資、ガバナンス、制度設計等の重要な判断を行い、
グループ価値の「安定的・継続的な」向上を目指します。

未来に向けて
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手配件数（市場シェア率）

“フィールド対応グループ統合”

　当社において現場対応機能をグループ会社として保有、拡充

することは、アシスタンス会社としての差別化という観点から大き

な意味を持ち、戦略的に重要な施策となっております。2017年

4月に株式会社プレミアアシストホールディングスを持株会社と

し、ロードアシスト、ホームアシスト、パークアシストの戦略、人事、

管理をトータルで運営する体制を構築いたしました。中期事業計

画において、現場対応機能のブランドである「PREMIER 

Assist」の価値の向上を重要戦略と位置付けております。

　これらの観点から、将来のマルチタスク化も視野に、拠点

戦略、人事戦略、研修体制をより統合的に実行していくことを

目的に、現場対応機能を合併し、戦略的基盤としていくことが

必要と判断いたしました。

フィールド対応グループ統合

ロードアシスト ホームアシスト パークアシスト

万が一のお客様の故障や事故に対し、全国で
随一の規模を誇る弊社バイク隊が、迅速な対
処・事故処理を行います。

人に対するケアサービスを念頭におき、住まい
にまつわる「お困りごとや不安に対し、単なる
修理や巡回にとどまらず、安心して快適に暮ら
せる住まいのサポート」を提供します。

コインパーキングやカーシェアリングステーション
における、あらゆるトラブルに対し、トータルサ
ポートサービス（機器保守、補修、緊急点検出
動等）を提供しております。

ロードアシスト

2018年3月期通期 2019年3月期通期

604千件（13.3%） 651千件（13.9%）

ホームアシスト

2018年3月期通期 2019年3月期通期

全体 123千件
（35.4%）

分譲 69千件 
（57.2%）

全体 114千件
（39.1%）

分譲 77千件
（54.3%）

パークアシスト

2018年3月期通期 2019年3月期通期

150千件（93.1%）

196千件（87.1%）

前期比

+10.7%

前期比

+30.5%

前期比

-10.7%
分譲

+11.1%
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“秋田BPO横手キャンパスオープン”

　横手キャンパスは、2017年に準備室を設置し、78名で仮

センターをオープンしました。

　2年間の業務経験を積み、今年充実した本センターへ移行を

果たしました。若者が県外へ流出する中、「地元で働く」をテーマに

若・青年層の雇用創出を行い、「女性活躍」に焦点を当て、教

育や職場の環境づくりに力を注いでおります。

　将来的に500名体制のセンターとして、地域に根ざし魅力

ある職場として発信していく予定です。

カフェテリア

秋田BPO横手キャンパス外観

ミーティングスペース オペレーションルーム・廊下

所在地 秋田県横手市

敷地面積 36,507m2

操業開始 2019年4月20日

着工 2018年6月

竣工 2019年4月

投資額 約21億円

座席数 500席
構成設備 カフェテリア／研修施設／

自家発電装置駐車場／
託児所（2019年10月オー
プン予定）／リラックスス
ペース／ジム

予定業務 ロードアシスト事業／
プロパティアシスト事業／
インシュアランスBPO事業

にかほ市

横手市

秋田市

秋田県

※秋田BPOキャンパスのこと

にかほブランチ

秋田BPO
横手キャンパス

秋田BPO
メインキャンパス※

CLOVER HUT「三つ葉のクローバーのもとに咲く笑顔」
三つ葉のクローバーを一つ摘み取り屋根を架けました
子供の頃、誰もが一度は探した四つ葉のクローバー
五つ葉、六つ葉を見つけた日の驚きと喜びの記憶
自分と違うことも素敵だなと思う、お互いを認め合うことができる
そんな思いを込めました

横手キャンパス設計コンセプト
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Financial Non-Financial財 務 パ フ ォ ー マ ン ス 非 財 務 パ フ ォ ー マ ン ス

売上高（百万円）

1株当たり配当金（円）

BPO席数（席） フィールド手配件数（千件）
3,150 3,300

2,100

3,150
3,490

2018/3 2019/32017/32016/32015/3 2018/3 2019/32017/32016/32015/3

営業利益（百万円）

親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）

29,477
33,119

24,236
27,328

37,196

3,768
4,230

3,151 3,345

4,687

2018/3 2019/32017/32016/32015/3 2018/3 2019/32017/32016/32015/3

2,789 2,936

1,957

2,668

3,185

9.0※

12.00

5.5
7.0

13.00

2018/3 2019/32017/32016/32015/3 2018/3 2019/32017/32016/32015/3 2018/3 2019/32017/32016/3

P O I N T当期のポイント P O I N T当期のポイント

　連結売上高に関しては、37,196百万円（前期比12.3%増）となり、中期事業計画に基づき、
「継続的・安定的な成長」を実現することができました。営業利益につきましては、課題の生じたプロ
グラムは発生したものの、主要プログラムと現場対応の安定稼動によりカバーし、4,687百万円（前
期比10.8%増）となりました。
　より細かい事業メッシュにて責任感のある事業推進を行っていくため、2019年4月より、持株会社
体制へ移行いたしました。今後もクライアント企業からの業務拡大及び有事の業務継続に応えるべ
く、着実な成長を目指してまいります。

※2016年10月1日付で1株につき2株の株式分割を行っております。
　1株当たり配当金は株式分割後の基準で換算しております。

　2018年10月には山形BPOガーデン鶴岡ブランチ、2019年4月には秋田BPO横手キャンパスが開
設し、受注能力を着実に伸ばしております。2020年度には山形BPOガーデン第2BPOセンター、2021年
度には秋田BPOにかほキャンパスの開設を予定しております。当社グループのサービスを魅力的にするた
めに、それぞれのBPO拠点の役割、位置付けを明確にし、事業基盤の更なる強化に取り組んでまいります。
　フィールド（現場）対応の件数は年々増加を続けております。更に、「PREMIER Assist」のブランド
価値の向上を目指すべく、2019年4月より、フィールド対応グループの統合をいたしました。ネットワークを
「PREMIER Assist」ブランドで統一し、品質、コスト及びコンプライアンスの面において、お客様・クラ
イアントに絶対的な信頼を得られる全国均一かつハイレベルのネットワークを構築してまいります。
　基本的にコールセンターは離職率が高いことで知られておりますが、地方にあるBPO拠点の退職率は
大きな増加はなく、10%前後にとどまっております。これは地方に展開しているPIの大きな特徴のひと
つであると考えております。今後も人材の育成に取り組み、退職抑制に繋げてまいります。

秋田 PR山形 PH富山 PP

1,600 1,650 1,650 1,800 1,840

500 500 500 500 650
1,000 1,000 1,000 1,000

BPO拠点離職率（%）
秋田 山形 富山

43

56

71 94
150

196

76
98

123 114

368  461 510 604 651

8.0

14.3

10.7
12.4

13.6

9.0
6.9

11.5

16.3

9.1

14.4
15.8
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● 既存事業が堅調に推移し、増収

● 現場対応グループ会社の拡充をはじめとする先行投資の
　 効果があらわれ、増益

● 不動産向けサービス（ホームアシスト）の堅調な成長により、
　 増収

● 現場対応グループ会社の拡充をはじめとする先行投資の
　 効果があらわれ、増益

● 海外駐在員向けサービス（ヘルスケア・プログラム）の新規
　 クライアント獲得により、増収

● システム投資等の先行コストが発生したが成長で吸収し、
　 増益

決算のポイント 決算のポイント 決算のポイント

● 先行投資負担があるものの、既存クライアントの成長と
　 新規サービス開発による成長で前期並みの収益を獲得する

● 先行投資負担の発生を見込むが、大型新規損保案件の
　 通年寄与と横手での自動車メーカー向けサービスの拡充
　 により、増収増益を見込む

● ヘルスケア・プログラムの新規獲得により成長を図るが、
　 海外日本語サービス案件減、システム投資により減益を
　 見込む

次期の戦略 次期の戦略 次期の戦略

155億0百万円 49億57百万円 41億24百万円

ロードアシスト事業 プロパティアシスト事業 インシュアランスBPO事業

売上高 売上高 売上高前期比

17.4%増

前期比

22.6%増

前期比

13.0%増
前期比

12.2%増

18億7百万円営業利益 5億97百万円 前期比

66.5%増
営業利益 5億77百万円 前期比

12.9%増
営業利益

41.7%
売上高構成比

13.3%
売上高構成比

11.1%
売上高構成比
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● 既存の家賃保証プログラムが堅調に推移し、増収

● 製品保証プログラム等の体制見直し等のコストが先行し、
　 減益

● 大型既存受託業務の堅調により、増収

● 既存クライアントで課題が生じコストが先行した結果、減益

決算のポイント 決算のポイント

● 総合保証の堅調と製品保証の体制強化により成長を見込む ● 既存クライアントの成長と海外カード事業の拡充により
　 増収を見込む

次期の戦略 次期の戦略

47億26百万円 64億45百万円売上高 売上高前期比

9.7%増
前期比

6.4%増

ワランティ事業 カスタマーサポート事業 ITソリューション事業

8億88百万円 前期比

7.6%減
営業利益 8億14百万円 前期比

11.0%減
営業利益

派遣・その他事業

12.7%
売上高構成比

17.3%
売上高構成比

● リソースをグループ内開発に集中させた結果、減収だが、
　 活動状況は順調に推移し、増益

決算のポイント

6億27百万円売上高 前期比

15.6%減

1億18百万円 前期比

42.9%増
営業利益

● 託児事業を開始したことにより増収だが、スポーツ事業
　 が収益確保に至らず、減益

決算のポイント

8億14百万円売上高 前期比

9.2%増

1億17百万円 前期比

59.0%減
営業損失

1.7%
売上高構成比

2.2%
売上高構成比
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  開業予定 2019年10月

  定 員 42名

 対象年齢 0歳～5歳
  運営時間 7:30～21:30（予定）2015年より活動を開始し、各種社会人大会やリーグ試合への出場、及び地域イベントへの参加、食育活動・クリニック活動の実施などに

より、地域のみなさまとの輪を広げ、着実に歩みを進めてまいりました。今後は、引き続き地域に根ざした活動を行っていくとともに、更
なるチーム強化に向け、邁進してまいります。

News

2018年度より地域リーグへ参戦中。バスケッ
トボール女子日本リーグへの加盟、Wリーグ
参戦を目指します。

秋田女子バスケットボール
設立年度  2015年

2018年度のリーグ改革により、V・LEAGUE 

V2リーグへ参戦中。V1リーグへの昇格を目
指します。

山形女子バレーボール
設立年度  2015年

2017年度より日本ハンドボールリーグへ参
戦中。上位4チームにより行われるプレーオ
フ進出を目指します。

2018/11/10（土）より開幕した2018-19 V.LEAGUE DIVISION2が、2019/3/16（土）～
17（日）に行われた2018-19 V.LEAGUE DIVISION2 FINAL STAGEファイナル6最終
戦をもって終了しました。アランマーレは、レギュラーラウンド4位（10チーム中）／ファイナ
ルステージ4位（6チーム中）という結果となりました。また、個人賞として、江川 優貴選手
が2年連続の得点王となった他、柳沢 紫子選手がブロック賞2位の成績を収めました。

2019/1/11（金）三種町琴丘総合体育館にて、
中学生男女59名を対象にクリニック活動を実施
しました。限られた時間の中で一生懸命課題に取
り組む参加者の姿に、選手たちもたくさん刺激
を受けました。

横手オランジェリーは、随所で特徴的な造りとなっております。たと
えば、食育の一環として、ガラス越しに栄養いっぱいの手作りの給
食が作られる過程を見学することができます。
また、窓越しにオフィスからでもお子様の様子を覗くことができる
ので、お子様との距離がより近く感じることができる環境となって
おります。
当社従業員に加え、地域の方々にもご利用いただける託児所となっ
ておりますので、地元の女性が、結婚・出産後も安心して働ける環
境づくりを通し、地域貢献を目指します。

富山女子ハンドボール
設立年度  2016年

「地域を元気にしたい」「女性の活躍を応援したい」という思いから、
地域に親しみのある競技で女子スポーツチームを設立しました。

地域と共に成長する女子スポーツチーム

バレーボールチーム
江川選手と柳沢選手が個人賞を獲得 クリニック活動実施

バスケットボールチーム

今後の
活動

新 設

秋田BPO横手キャンパス
オランジェリー

横手BPO、山形BPOの2拠点に
オランジェリー新設
“ “
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当社は、女性が地元で安心して働ける職場環境の提供と、女性の
キャリア継続をサポートするため、内閣府の企業向け助成制度であ
る「企業主導型保育事業助成制度」を活用し、事業所内託児所「オ
ランジェリー」を各BPO拠点に設置しております。

当社従業員だけでなく、山形BPOがある酒田京田西工業団地に勤
務される方々の託児所として、地域の保護者の子育てをサポートし
ます。延長保育や一時保育はもちろんのこと、週7曜日対応します。
また、対象年齢を5歳までに拡大したことにより、0歳～就学時までの、
一貫した質の高いオランジェリー保育プランの提供を図るととも
に、従業員や地域住民との交流イベント、アランマーレHG戦へのエ
スコートキッズとしての参加など、魅力ある保育施設の運営を目指
します。

山形BPOキャンパス
第2オランジェリー

アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。当社グループでは、株主のみなさまのお声を伺
い、株主さまとコミュニケーションの充実を図っていきたいと考えております。
8回目となる株主さまアンケートも、株主のみなさまよりご回答並びに温かいご支援のお言葉をいただ
きましたこと、心より御礼申し上げます。いただきましたご意見は、積極的に経営に活かしてまいります。
集計結果、株主のみなさまのお声の一部をここにご紹介いたします。

株主のみなさまからいただいたお声（一部抜粋）

平素よりご支援賜りましてありがと
うございます。山形女子バレーボー
ルは、V.LEAGUE DIVISION2の
試合で10チーム中4位、V.LEAGUE 
DIVISION2 ファイナル6の試合で
6チーム中4位という成績でござい
ました。今後も地域のみなさまとの
輪を広げ、更なるチーム強化に向け、
邁進してまいります。

貴重なご意見をありがとうございま
す。当社では多岐にわたる分野でサー
ビスを展開しており、説明会の場にお
いても、なかなかご理解いただけない
部分でございます。今後の株主通信
では、事業内容をわかりやすくお伝え
できるよう工夫してまいります。今後
も株主のみなさまの期待にお応えで
きるよう、精進してまいりますので、
今後とも変わらぬご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。

株主優待を望まれる個人株主が多く
いらっしゃる一方で、40%超のシェアの
ある機関投資家、海外投資家からはコ
ストを追加してまで株主優待を付すこ
とに否定的な意見がありました。採用し
ている株主優待のクーポンはグループ
会社にて発行しているものであり、連結
ベースではコストは発生しない仕組み
となっており双方のご意見を踏まえて
いる仕組みとなっております。内容の充
実や利用の利便性に関しては課題と
認識しておりますので、今後検討を進め
てまいります。

スポーツに力を入れているのがよくわかる。
特にバレーボールチームの順位が気になる

事業内容を詳しく書いてほしい。 株主優待は改善すべき。
使い勝手が悪く、選択肢が少ない。

男性、50代、その他 男性、40代、会社員 男性、50代、会社員

アンケート結果

IR Information IR インフォメーション

キャンパス内保育施設「オランジェリー」

※1 現行25名定員から拡大　※2 現行の3歳未満までから拡大

  開業予定 2019年10月

  定 員 42名※1

 対象年齢 0歳～5歳※2

  運営時間 7:30～21:30 週7曜日

新 設

どの掲載内容を中心に
ご覧になりましたか?

あなたは当社の株式に対して
どのような方針をお持ちですか?

あなたが当社の株式を
購入された理由はなんですか?

■将来性 26.3%
■株主優待 18.9%
■収益性 14.5%
■事業内容 13.6%
■配当利回り 6.6%
■財務内容/業績 5.3%
■安定性 4.8%

■事業の内容 14.9%

■経営者メッセージ 13.3%
■配当等株主
　還元の情報 12.1%

■業績（実績）情報 11.7%

■財務ハイライト 11.4%
■次期業績
　見通し情報 11.4%

■製品／
　サービス情報 10.8%
■財務諸表 5.7%
■株式関係情報 3.5%
■社会貢献
　活動等の
　CSR関係情報 3.2%
■株主メモ 1.6%
■その他 0.3%

■独自性 3.9%
■経営方針 2.2%
■社会・環境問題への
　取組み度 2.2%
■経営者の考え方 0.9%
■証券会社の勧め 0.4%
■その他 0.4%

■長期保有 72.2%
■未定 17.6%
■買い増し 5.6%
■売却 4.6%
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639,481
単元

会社名 株式会社プレステージ・インターナショナル
 Prestige International Inc.

設　立 1986年10月
資本金 14億8,666万円
本社所在地 〒102-0083 東京都千代田区麹町二丁目4番地1

事業内容 ビジネス・プロセス・アウトソーシング
従業員数 3,659名（連結）
拠　点 世界16カ国19拠点
U R L  http://www.prestigein.com/

 会社概要（2019年3月31日現在）

代表取締役  玉上　進一
常務取締役  関根　浩
取締役（常勤） 渡部　真由美
取締役（社外） 林　史朗
取締役（社外） 岩瀬　香奈子
監査役（常勤） 一條　和幸
監査役（常勤） 石野　豊
監査役（社外）　　　　 神門　いづみ
監査役（社外）　　　　 原　勝彦

 会社役員（2019年6月25日現在）

ご注意
1．株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手
続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関
（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されて
いる証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（みずほ信
託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまして
は、みずほ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、みず
ほ信託銀行にお問合せください。

3．未受領の配当金につきましては、みずほ信託銀行でお支払いいた
します。

証券会社に
口座をお持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先

お取引の
証券会社に
なります。

〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4

電話お問合せ先 0120-288-324（フリーダイヤル）

お取扱店 みずほ信託銀行株式会社本店及び全国各支店
みずほ証券株式会社本店及び全国各支店

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
上記基準日 3月31日
 その他臨時に必要がある場合には、
 あらかじめ公告いたします。

配当金受領 期末配当　3月31日
株主確定日 中間配当　9月30日
株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社
 諸手続きに関しましては、みずほ信託銀行株式会社の
 ホームページをご参照の上、行っていただきますよう
 お願いいたします。

同連絡先 みずほ信託銀行株式会社
 証券代行部
 〒168-8507

 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
 0120-288-324（フリーダイヤル）
 （ご利用時間 9:00～17:00 土・日・休日を除く）
公告掲載方法 電子公告

 株主メモ

発行可能株式総数  213,504,000株
発行済株式総数  63,951,100株
株主数  2,951名

 株式の状況（2019年3月31日現在）

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社タマガミインターナショナル 16,924,400 26.46

ゴールドマン・サックス・アンド・
カンパニー レギュラー アカウント
（常任代理人 ゴールドマン・サックス証券株式会社）

9,025,409 14.11

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口） 5,865,500 9.17

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口） 3,506,900 5.48

玉上　進一 1,732,900 2.71

ジェーピー モルガン バンク
ルクセンブルク エスエイ 380578
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部）

1,581,700 2.47

ザ バンク オブ ニューヨーク― ジャスディック 
トリーティー アカウント
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部）

989,200 1.55

NORTHERN TRUST CO.（AVFC） RE 10PCT 
TREATY ACCOUNT
（常任代理人 香港上海銀行東京支店 カストディ業務部）

982,700 1.54

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口9） 876,500 1.37

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES 
LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/
LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS
（常任代理人 香港上海銀行東京支店 カストディ業務部）

840,000 1.31

 所有者別株式分布状況

金融機関：
141,170単元（22.08%）

金融商品取引業者：
2,759単元（0.43%）

その他の法人：
173,243単元（27.09%）

外国法人等：
260,257単元（40.68%）

個人・その他：
62,052単元（9.70%）

 ネットワーク（2019年3月31日現在）

大株主の状況

Prestige Humansolution Inc.
Time Commerce Co., Ltd.
Premier Road Assist Inc.
Premier Life Inc.
Premier Home Assist Inc.
Entrust Inc.
Premier IT & Process Management Inc.
Premier Park Assist Inc.
Premier X-Value Inc.
Premier Lotas Network Inc.
Premier Care Inc.
Premier Mobile Solution Inc.
AppGT Inc.
Premier Aid Inc.
Premier Insurance Partners Inc.
Premier Assist Holdings Inc.

国内
Prestige International USA, Inc.
Prestige International U.K. Ltd.
PRESTIGE INTERNACIONAL
DO BRASIL LTDA.
PRESTIGE INTERNACIONAL 
MÉXICO LTDA

米州・欧州
Prestige International （S） Pte Ltd.
普莱斯梯基（上海）咨洵服務有限公司
PRESTIGE INTERNATIONAL 
（THAILAND） CO., LTD.
Prestige International （HK） Co., Limited
PRESTIGE INTERNATIONAL 
AUSTRALIA PTY LTD.
P.I.PHILIPPINES,INC.
臺灣普莱斯梯基有限公司
JAPANESE HELP DESK INC.
P.I PRESTIGE INTERNATIONAL INDIA
PRIVATE LIMITED
JHD MED-AID INC.
P.I. PRESTIGE INTERNATIONAL
(CAMBODIA) CO., LTD

アジア・オセアニア

グループ会社

Prime Assistance Inc.
（SOMPOホールディングスとの
ジョイントベンチャー）
First Living Assistance Co., Ltd.
（野村不動産ホールディングスとの
ジョイントベンチャー）

関連会社

●法人　●支店・駐在所

ロサンゼルス●
（アーバイン）

サンパウロ●
●シドニー

●ロンドン

バンコク●
プノンペン

香港● ●台北
●メキシコシティ

上海●

ジャカルタ
クアラルンプール●

東京
●
●山形
秋田
●

富山●
デリー

（グルガオン）●

●シンガポール
●

●

マニラ●

Corporate Information 会社情報


